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いくせい塾すぐ前（西）の道は通学路につき pm1:00～4:00は車での通行禁止ゾーンになっています。お気をつけ下さい！ 
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保護者総会  3/20(土) 

AM 10:00～11:40  講義棟２F ＆ Zoom 

◎ 三者面談 

◎ 春期講習 
 

 

〔永井オーナー〕 

○ コロナ対応も加味した新学年の時間割 

○ 本年度は創塾４０周年、節目の年 

○ 自立型個別指導の“神髄”を自習棟で実現 
 

〔清水塾長〕 

○現場の声 

中 3 一般入試まで約 10日 

中 2 いよいよ受験生への仲間入り 

中 1 ワンランクアップの新学年をスタートする 他 

○症例検討 中 2生 約 10か月の充電期間を経て 

中１三学期以降、学習意欲が向上してきた症例 

○学力アップ memo・今月の名言 
 

〔神吉事務長〕  

○ 新作教材 2月は、11単元！ 他  
 

   ※春季休業  3/12(金)～18(木) 
 

 

 

今回の中学教科書改訂は「予想を超える大改訂」

であることをご存じでしょうか。本格的な大学入試

改革を見据えた内容で、「知識集約型」から「知識編

集型」の学びへの変化を形にした教科書です。 

「知識・技能」の定着と「思考力・判断力・表現

力」の育成がより強化されています。日常生活との

関連や対話文を取り入れたコミュニケーション、

様々なスタイルの情報 （統計・資料・図版・写真

等）、読解量の増加…認知的負荷が高まっています。 

設問文や複数資料を提示され、それを把握・理解し

た上での読解・判断を問う力を養成するための構成

が目立ちます。特筆すべきは英語です。質的・量的

に圧倒的に変わり、予想を超えた難化のため要注意

です。例えば、習得語彙の激増（1500～2500 個へ）、

英文内容の難化（日本語でもなかなか理解しづらい

内容）や単元ポイントの複雑化等、圧倒的な高度化

とボリュームアップです。学校授業数は変わりませ

んので、毎日英語学習をする家庭学習の習慣着けは

必須です。いくせいでも今まで以上に英語学習サポ

ートを強化して参ります。 

20 日(土)の新年度保護者総会では、更に進化し続

ける指導システム・具体的な内容について存分に説

明致します。総会は保護者の皆様には義務参加と致

しております。いくせい塾に興味関心をお持ちの方

がいらっしゃいましたら、是非お誘い下さい。 

お一人でも多くの方のご出席を、スタッフ一同、 

こころよりお待ち致しております。 (塾長 清水) 
 

 

達成テスト 
 

中３ 『乗法公式』『現在完了』 

       4/14 (水)～17(土) 

中２ 『式の計算』『未来形』 

   4/20 (火)～23(金) 

中１ 『文字式』『命令文』 

       5/31 (月)～6/3(木) 
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  〔勉強の仕方を学ぶ〕 
  過去問模試    4/2 (金) 

 過去問解説      3(土)～4(日) 

自習棟 O.S.   3(土) 18:30～21:30 

 

 

Tel.079-431-5777  E-mail；ikusei-j@carol.ocn.ne.jp 
 

４月実力テスト対策 
 

    
（注意）お迎えご苦労様です！ 
 

・安全のため、出口すぐ前は駐車しないで下さい 

・エンジンを切ってお待ち下さい 

・停車・発車時のエンジン音へのご配慮もお願いします 

  

講義棟看板 



 

 

 

 
 

【日程】  3/20 (土) 10:00～11:40 

【場所】  講義棟 2Ｆ(Sky Room) & Zoom 

〔主な内容〕 『自ら何をすれば未来が開けるか、気づける環境作り』 
 

P r o g r a m  

１． オーナー講演 『コロナ後の新たなシステム』       ｵｰﾅｰ 永井寿    [10:00] 
                                ※内科医師：糖尿病・生活習慣病外来 

 

２．システム説明                事務長 神吉里恵      [10:25] 
 

① 『３Stage方式』の新たな見直し 
 

② 『デジタル化した S1と自習棟の意義』 
 

③ 『春期講習』の内容紹介 
 

④ 確認事項－ルールマナー・通塾日・集金内訳 etc 
 

3．オリジナル教材紹介             事務長 神吉里恵 [10:55] 

 

4．ブレイクタイム                  [11:05] 
 

5．システム活用 ～あるものを活かす～          塾長 清水浩子 [11:10] 
 

 
 

 
 

［期 間］ 3/22 (月) ～4/7 (水)  
 

［会 場］ 講義棟２F(Sky room) & Zoom 
 

［時間帯］  14:00～18:00 の 25分間を予約して下さい 
 

［内 容］ ① 保護者総会に関しての質問          （10分） 

② 前学期の学校成績と塾内学習状況の確認     （10分） 

③ 次学期の目標設定                            （5分） 
★ 成果不十分、かつ対応策が見つからないときは、休塾相談にも応じます 

 

［予 約］ いくせい新聞返信用フォームより、メールでお願いします 
 

※原則として、徒歩・自転車でお越し下さい 

遠方の方へは駐車スペースを確保致しますので、事前予約をして下さい 

保護者のご理解が 

成績に差を生むシステム

に仕上げてみました 

 

春季 三者面談のお知らせ 

written by Kanki 

 

2021  春期保護者総会のお知らせ 
 



  
             

 

 

【コースと目的】 
 

① 補習コース：塾生全員、平均点以上を達成する！ 

（指導内容）ワーク、授業ノートの完成 

ワーク（５教科）チェック日 → 3/10(水) 
※基本問題・練習問題が出来ていない場合、補習コースが義務となります 

希望しない場合は、OSを活用して仕上げておきましょう！ 
 

② 実践コース：トップ層（上位２割）への躍進！ 

（指導内容）過去良問(４教科)の演習と解説 

兵庫県公立入試問題より、各学年で理解可能な 1 題を選択して紹介します  

（中１より受験テクニックを指導します） 
 

※入試問題を演習することで、普段の授業に必要な内容を確認します 

※タブレットでアニメイメージングを活用して、一斉＋個別で実践します 

※問題の選択は、塾長とカウンセリング時に決定します 

過去良問を解いた数が、点数の差に反映されています！ 

 

【費 用】各￥6,000-（教材費を含む、ポイント使用可）詳細は、HPに掲載 

【形 式】（個別）10 時間以上 ＆（一斉）指定日 2.5 時間×４日 

◎個別指導（～最大 60時間使用可能） 

○月～土  13:30～18:00、講義棟でオープンスクールです 

○ワーク基礎・練習問題を仕上げることが目標です 

○ワークが仕上がっている人は、学校の宿題をする自習の場としても使用できます 

◎一斉指導 ※補習コース受講生は、ワーク完成（個別指導）が優先されます 

○指定日の夜間、通常時間帯に講義形式で行われます 

○実力テスト対策に使用する過去良問を、事前に閲覧・個別解説が受けられます 

☆実践コースの 追加オプション 

希望者に対して、中２の冬期講習より入試問題演習を 5教科各 1題ずつ追加します。 

入試問題の傾向や難易度を知ることで、受験への心構えを早期につけることが目的です。 

昨年度の入試問題から理解可能な既習の内容を抜粋して、得点力アップを目指します。 

     【時間】2.5h × ２回 ＝ 5hの追加  

【費用】実践コース￥6,000＋￥3,000-（教材費を含む、ポイント使用可） 

〔４月実力対策〕
新中 2.3 
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 コロナ対応も加味した新学年の時間割 (前期)   

 

－より規則正しく、S1は S2予習を確実に ＆ Zoom対応も― 

 

☆プロセス１ 

１年分の学習内容を均等に分けた講座→S2 

１週分の確認テスト→S3 

毎週の学習習慣の柱になるように、 

各学年、３日ごとに配置します 

中２生は 16名のため、ER使用となります 

 

☆プロセス２ 

学年ごとの人数に大きな差があるため 

定員 ER→１７名、SR→１０名を活用して 

教室の使い分けをします。 

SRは鮮明な TV大画面ですので 

10人未満の学年は、2Fを使用優先します 

 

☆プロセス３ 

新年度より、S2講座の予習としての S1を 

デジタル教材で進行できるようにします。 

大画面を見ながらペース配分を提供しますので、 

多くの塾生に対しては効果がみられると予想します。 

OS形式ですが、大画面は学年使用になるため 

教室の前方は、大画面使用学年を優先します 

中３生は、自習棟利用者が増えていることを 

期待とともに予測します 

※中３生は、大画面使用 SSは実施しません 

☆プロセス４ 

自習棟使用は、ルールマナーが守れることが前提です 

S2卒業条件を満たしている塾生で、 

希望者のみ、使用が許可されます 

前期は、火・水のみです 

テスト前は、木・土が追加されます。 

使用者の責任管理能力が高いと認められましたら 

前期でも、木曜日使用を許可します。 

written by Nagai 
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 本年度は、創塾４０周年の節目の年   
 

－コロナ禍を活かす、ただでは起きない“いくせい流”の挑戦！― 

コロナ禍でオンライン Zoomを採用しました。 

S2を週２回にして、S2講座の中で、予習である S1を混合する試みを実施してきました。 

コロナ終息後も、出席困難時にオンラインに対応するためシステムを洗練させていきます。 

３月より、S1と S２混合週２回の緊急システムを、S1と S2に分け直します。 

S1もデジタル教材化して、ペースメークを目的とした緩やかな講座形式にします。 

予習をスムーズにする流れを重視して、個別の質問やカウンセリングも対応します。 

S2卒業条件という表現を廃止して、自習棟使用条件とストレートな表現に変更します。 

条件は、希望の有無を前提に２段階とします。 

条件①（現行の S2卒業条件）を満たさない場合は、テスト前でも使用許可は出せません。 

条件②は、S2卒業条件を満たした上で、本人が使用を希望する場合の使用権ランクです。 

詳細は保護者総会でご説明しますが、条件が不十分になったときは降格となります。 

条件②は、スケジュール管理、テスト準備や家庭学習等、学習習慣を評価します。 

希望者であっても、条件が不十分になれば、使用できる曜日が減少するシステムです。 

例えば、ランクがA→Bに降格となれば、火曜日１日のみの使用権となります。 

S2講座内容を個人 PCで自習棟で学習して、S１講座は講義棟で受講することになります。 

条件を再度満たせば、達成テスト翌週より使用が可能になります。 

 

教育費は、デジタル教材＋印刷教材費として 4か月で￥6,000-集金しています。 

自習棟使用者は、教育費を値上げすることなく、個別ブース ＋機材（3G対応タブレット/

個人 PC）使用料に加えて、国語ワークのペースメークを事務局のサポートで実施します。 

デジタル教材製作費は、3000万円を超えています。（→手塚治虫の虫プロはアニメをして

倒産しました） 有効活用するために、来期よりデータ管理用紙を配布します。（自習棟のみ）

実施日（学年/月）と評価（XX X △ 〇 ◎）で区別して、習得できるまで繰り返します。 

未習得の状況では、年間スケジュールで次の実践日を、数か月先に書き込む習慣をつけます。 

 

システム・デジタル教材だけで言えば、成績が上がらない理由が理解できません。 

現実は、いくせい流の軌道に乗せていない（乗りたくない）現場の問題かも知れません。 

例えば、現役国公 合格が多数輩出していた時期、塾生はおにぎりを持って塾に来て、遠方の

保護者（加西中学や中部中学）は、車で学校近くまで迎えに行っていた時代がありました。 

自習棟は、成績を本気で上げたい塾生と保護者を対象に開放する条件を具体化します。 

イメージは、『自 の早期実現と問題解決能力の飛躍』です。 

理想は、塾に行かなくても現役国公 を実現できる賢さの養成です。 

当然、スケジュール管理と過去問題の計画的な実践は必要条件です。 

教科書改訂によるデジタル教材の更新を、中１から３年生まで一斉に勧めていきます。 

特に今年の１年間は、事務長に膨大な労力がかかることとなります。 

少子化とデジタル化の中で、時代の評価と向き合う覚悟を決めています。 

        （オーナー・医師 永井） 
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  自立型個別指導の“神髄”を自習棟で実現   
 

－本気になれば成績は必ず上がります/オーナー監修で再出発！― 

現場にはできるだけ口を出さないことで、塾長に塾運営の楽しさも苦労も満喫してもらって

いました。人生においての良い？経験になっているはずです。 

上位陣を安定させることは、塾指導においても熟練が必要で“プロ”の域に達していないと無

理です。どこの塾でも一時的に成績が上がるのは、成績が下がったときに生徒自身が本気にな

るからです。 

本当の学力は行動変容、つまり生活習慣が洗練されて安定する状態を維持できることです。 

部活の強いチームを見れば分かるように、先生自身の価値観の浸透とそれを望む生徒とが作り

出しています。それ以上は、保護者の協力になります。 

（オーナー・医師 永井） 
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 Shimizu塾長の   
 

中 3 一般入試まで約 10日 

ラストスパート、ゴール直前の“しんどい”坂道を一歩一歩踏みしめながら 

自己ベストでの完走を目指しています。 

あと 10日、最後の力を振り絞り・最終調整の段階になってきました。 

入試の範囲は、夏からの受験講習により一通り完了しました。 

・基礎知識の徹底整理（何度繰り返しましたか？） 

・入試問題の“傾向と攻略法”を学び、縦横斜めからの実践トレーニング 

・入試本番の 1分 1秒のイメージトレーニング… まで 

できることは全てやり切ったところでしょうか？ 

今ある本来の力を発揮できれば、第一志望校に合格できるレベルには仕上がっていますので 

自信を持って受験してきて下さい。 

最後に重要なことは、以下 2点です。  

 

◎基礎・基本で減点されることがないように、 

 自身のよくするミスのパターンを把握し 

・基礎計算と公式確認  ・英単語、熟語、構文    ・漢字、語句、文法     ・理社用語 

 の確認は、直前まで毎日継続しましょう！ 

 

 ◎本番に最高の集中力・細心の注意力で、最良のパフォーマンスができるように、 

体力と「絶対に第一志望校に合格する！」強い気力の充実が一番の土台になります。 

すでに朝 生活に戻していますか？ 

23時までに就寝・6時起床で、 

朝から脳が元気に働く＆１日５教科受験に耐えられるコンディションの安定が重要です！ 

  

直前までオールスタッフで応援します！ 

  

12日の一般入試では、今までの努力を十分に発揮して、19日には全員第一志望校合格を 

自ら勝ち取っている未来をこころより願っています。 

 

 

中２ いよいよ受験生の仲間入り 

徐々に受験意識が高まり、学年末テスト対策の姿勢にも変化が見られました。 

答案＆成績が返ってきたら、できるだけ具体的に分析→改善プラン作成を一緒にしましょう。

いよいよ最高学年になりますので、3年生をどう乗り切るかを明確にする時期です。 

将来の進路や志望校・具体的な順位目標・学期ごとのテーマを考えているでしょうか？ 

考えるだけでなく、現時点での思いを自分で決めておくことが大切だと思います。 
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毎年のことですが、15歳の高校受験の現実は厳しいものです。 

その厳しさを乗り越えるからこそ、成長も実感できるのだと思います。 

「部活を引退してから…」なんて甘く考えていると間に合いません！ 両 です！！ 

社会人になっても、仕事・家庭・地域活動・交友関係・趣味… などなど、色々なことを両 

していくことになります。人間はそのような生き物なのですね。そのトレーニングを中学生か

らするわけですから、強い意志を持って時間を駆使し、勉強と部活を両 することは、人生に

大きな意味をなすと考えています。 

人生の先輩として、持ち得る知恵は全て伝えていきたい所存です。 

 

中１ 1年間の反省より、ワンランクアップの新学年をスタートする 
 

テスト対策・教材・環境などの価値に気付く人が増え、テスト対策参加率もほぼ 100%で

す。早いもので、1年が過ぎました。高校受験までの３分の１が過ぎた訳で、来年の今頃には

３分の 2が過ぎています。つまり、ここからの１年間で、ほぼ受験校のランクが決まると言っ

ても過言ではないくらい重要な学年になります。 

 

理想は、２年生２学期秋以降に自己ベストを更新していることです。そのために、 

・目標を明確にする 

・テスト前だけでなく、日々の学習習慣の安定（基礎力強化！）＋質の充実 

・１年間を振り返り、具体的に反省点と改善項目をピックアップする 

 

上記３点をカウンセリング項目の柱に据え、学年末テスト分析を中心に春休みの学習項目を 

決めていきます。できること（決めたこと）を実践し続ける強さを育てたい所存です。 

 

【小 部】〔中学校で花咲く学力養成を重視しています〕 

月･火･木曜日 6 年生〔数学・英語先取り一斉授業〕 

１月からスタートした中学準備コースでは、３月からスタートする Stage1,2,3のミニ版 

でした。それぞれに、新鮮かつ熱心に取り組んだ 2か月だったと思います。 

入塾テスト合格に向け、真剣に勉強した体験が中学入学への自信に繋がると考えます。 

3月からは、新 1年生として中学部のシステムに完全移行となります。 

教室での学習時間は、1回 90分から 150分へと約 1.7倍になります。 

1週間の学習量も随分増加します。（下記表を参照して下さい） 

自ら計画的に、毎日すべきことをかっちりと進める習慣付けが何より大切です。 

毎日決まった時間に家庭学習する習慣を定着させましょう。（標準は 50分程度） 

学校テストの予行演習として、Stage３で成功（正解率を 80%以上で安定）するための作戦

を細やかに伝えていきます。 

例として、直前に詰め込むのではなく、小分けにして 1週間かけて理解と暗記を仕上げるスケ

ジュール管理をサポートします。 
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失敗から色々なことを学び、成長のチャンスにできるカウンセリングの質を高められるよう

に研究し続けたい所存です。 
 

４月になれば学校も始まり、新しい環境で多くの体力消耗・ストレス増加が予測されます。 

時間にも精神にも、余裕のある３月に良いペースが創られるように、Stage３結果の反省→改善

プラン作成・実践のカウンセリングを毎週実践します。 

並行して、できるだけ数英先取り学習を進めたい春です。 
 

内容 準備コース（1,2月） 中学部（3月～ ） 

数学例題 １～２題 5題 

英単語 １0個 25個 

英語構文 3文 10文 

理科用語 2～５個 20～25個 

社会用語 2～５個 25個 

漢字 ０個 30個 
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 症例検討 vol.51  ※ く経験 る指導難渋例を フィ ショ  検討    

 
 

 

 

     

 
 

 

テスト 国語 社会 数学 理科 英語 5計 

１学期中間 ＋１５ ＋２５ ＋１５ ＋２０ ＋２０ ＋ ９５ 

１学期期末 ＋３５ ＋１０ ＋３５ ＋１０ ＋３０ ＋１２０ 

２学期実力 ＋１５ ＋１５ ＋２５ ＋２０ ＋２０ ＋ ９５ 

２学期中間 ＋１０ ＋２５ ＋２０ ＋２０ ＋３０ ＋１０５ 

２学期期末 ＋２０ ＋２５ ＋２５ ＋１０ ＋３０ ＋１１０ 

３学期実力 ＋２０ ＋３０ ＋３０ ＋２０ ＋３５ ＋１３５ 

３学期期末 ＋２０ ＋２５ ＋１０ ＋１０ ＋２０ ＋ ８５ 

１学期実力 ＋１０ ＋３０ ＋１０ ＋２５ ＋２０ ＋ ８５ 

１学期期末 ＋１５ ＋１５ ＋１５ ＋１０ ＋２５ ＋ ８０ 

２学期実力 ＋５ ＋５ ＋２５ ＋１０ ＋２０ ＋ ６５ 

２学期中間 －５ ＋１５ ＋１０ ＋１０ ＋３０ ＋ ６０ 

２学期期末 ＋２０ ＋ ５ ＋２５ ＋１０ ＋２０ ＋ ７５ 

３学期実力 ＋１５ ＋２０ ＋２０ ＋１０ ＋２０ ＋ ８５ 

※学校平均点差は５点単位 

清水塾長の分析＆アドバイス 

❶ 中１ 高い目標を持って元気にスタート！ 

〔原因〕中学で高順位（高得点）を目標に、真面目で熱心な学習姿勢。目一杯の頑張りに 

    3学期学習内容難化（平面空間図形・力）に対応するエネルギーを充分に持ち備え 

なくなってきた。 

 

〔対策〕真面目で目標が明確な分、自身の疲れに気づくよりも、得意の数学で自己ワーストを 

体験したショックが大きく、更に頑張ろうとしましたね。 

❷ 中２ 思うように成果を出せず、思い悩む日々 

〔原因〕エネルギーが回復しないにも関わらず、成績を上げたい気持ちが強く 

    基礎と応用と同等の扱いで、幅広く一通り・繰り返ししない学習姿勢になっていた。 

    いつも勉強していないと不安な状態が続いた。 

 

中１三学期以降、約 10か月の充電期間を経て学習意欲向上してきた症例 
 

（学年）中学２年 （志望校）加古川西高 （将来の夢） ツアーガイド 
 

中学準備コースから入塾、頑張り過ぎてやる気の出難くなる時期を体験 
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〔対策〕成績を上げるには、応用での得点力を上げるという思い込みがあったと思います。 

    具体的に答案分析してみると、どれだけ基礎・基本で減点されていたでしょうか。 

    基礎基本の繰り返しは、地味で忍耐（大きなエネルギー）を要します。 

乗り越えられる人間的な強さ（逞しさ）も必要です。 

    エネルギーが回復するまでは、数英 80点以上を目標に、とにかく基礎力＆繰り返し 

強化を徹底しました。「それでいいんだ！」と思えるようになってから、 

徐々に意欲が湧き出すようになってきたと思います。 

❸ 中２ 11月以降 数学が回復し、自信回復傾向へ 

 

〔原因〕 2学期期末テストで、英数国 3教科ともに平均＋20点以上を達成し、 

どのように学習すれば、西高レベルの成績を獲得できるかを体験。 

 

〔対策〕 英数国で目標を達成できたことは自信になったと思います。 

日頃から高い集中力を意識し、テスト形式で演習→丁寧な評価＆解説記入。 

その場で一度は解き直し、暗記もその場で覚え込んでしまう。 

その後、テスト本番までに 3回以上繰り返すことにより達成できたのではない 

でしょうか。色々思い悩んだ分、いかに基礎基本が重要であるかに心底気づき、 

素直に実践した賜物だと思います。 

英数国を維持し、理社も平均＋20点以上をクリアーするには、 

その範囲に絞り込んで、5教科バランスよい学習計画作成が重要です。 

今後は、次回テストまでのスケジュール管理を優先して毎週サポートしていきます。 

理科の学習計画が、キーになると考えています。 

 

◎ アドバイス 

 色々考え・悩み・試し…、人としても成長の 1年だったと思います。 

誇りに思って下さい。 

いよいよ受験生、今のやり方を安定して維持できれば、目標を達成できる可能性大です。 

学習内容の更なる難化が予測されますが、常に基礎基本重視で教科書の範囲を全て自身の言葉

で説明できるレベルを意識することがお勧めです。 

また、目先の 1位・1点に振り回され過ぎず、1～数年後のイメージを膨らませることも 

大切にしたいですね。 

テスト毎の計画→実践→分析・反省のサイクルを繰り返し、毎回一項目以上の上達を積み重ね

られるように応援したいと考えています。 
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 学力アップ memoⅠ ルール・マナー  
 

タイトル 本文 

① 挨拶 こんばんは、さようなら等、毎回言えている 

② 遅刻連絡 授業開始 15分前までに、塾長へ自ら連絡している 

③ 無断欠席 授業開始 15分前までに、塾長へ自ら連絡している 

④ 駐輪場 自転車は奥よりつめていき、公道へのはみ出しは厳禁である 

⑤ 履物整頓 靴は踵を教室側に向けて、スリッパは定位置に揃えている 

⑥ 健康姿勢 焦点距離を適度に保ち、背筋を伸ばすことを心がけている 

⑦ 私語 他者の学習を妨害することなく、自習や講義に集中できる 

⑧ 迷惑な癖 ペン回しや貧乏ゆすり等、周囲が気の散る行為は慎む 

⑨ 携帯電話 学習の集中の妨げとなる不要物は持ち込んでいない 

⑩ スポーツバック 教材持ち運び用として、過大な鞄は使用していない 

⑪ ゴミ捨て 消しゴムのかすや計算用紙等、後始末は自分でしている 

⑫ 定位置 机椅子・蛍光灯・リモコン等、元の位置に戻している 

⑬ 節電 使用した電気機器は、電源OFFを確認している 

⑭ タブレット管理 使用後は初期画面・音量０に戻して、教室長に返却している 

⑮ タブレット貸出条件 ネット動画・ゲーム等、娯楽として使用していない 

⑯ 提出物 学校テスト直し・反省書・成績表、期限迄に塾長に手渡している 

⑰ 受講義務 成績不振や教材未完成、対策・講習授業に参加している 

⑱ 帰宅時 ご近所へのマナーを考える。大声を出さないように心掛けている 

⑲ 塾外迷惑 塾外生と敷地内での交流、近隣での ち話はしていない 

⑳ 暴言・逆ギレ スタッフの助言が納得できないとき、塾長に相談している 

㉑ 過剰容姿 化粧・毛染め・ネールアート等、不要な自己主張はしていない 

㉒ 駐停車 送迎禁止エリアの場合、ルールを運転者に伝えている 

 

※学力アップmemoは、Dr.永井の自らの医大生経験によるオリジナル指導マニュアルです 
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３月の名言   
 

日にち 偉人（国籍） 名言 

4(月)～ 9(土) 
エマーソン 

（イギリス） 
健康は、第一の富である 

11(月)～ 16(土) 
ブッダ 

（インド） 

目的が達成されるまで、 

人は努めなければならぬ。 

自分の てた目的が、 

その通り実現されるのを見よ。 

18(月)～ 23(土) 
松下幸之助 

（日本） 

世の為･人の為になり、 

ひいては自分のためになることをやったら、 

必ず成就します 

25(月)～ 30(土) 
ジョージ･ワシントン 

（イギリス） 

真の友情は 

ゆっくり成長する植物である。 
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真摯に生きた偉人の知恵から学ぼう！ 



     オ  ナ 教材 〈２月作成 〉  
 

より効率的に学習できるように大幅に改定しています 
 

学年 科目 種別 タイトル 作成者 改定率 

3年 数学 授業ノート 落下運動 永井 ★★★★★ 

3年 数学 授業ノート 放物線と直線 永井 ★★★★★ 

3年 数学 授業ノート 動点と三角形の面積 永井 ★★★★★ 

2年 理科 ワーク解説 細胞のつくり 神吉 ★★★★★ 

3年 理科 色分け線引き 生物のふえ方 神吉 ★★★★ 

3年 社会 色分け線引き 日清・日露戦争と近代産業 神吉 ★★★★ 

1年 社会 色分け線引き 世界の姿 神吉 ★★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

お友達をご紹介下さい！ 
 

感謝の気持ちをこめて、ポイントを進呈させて下さい 

キャンペーン中は入会金が無料。 

紹介されたご家庭もお得です 
 

※ポイ     費 充当     

 

 

塾生募集!! 定員各学年１5名 
 
 

 

① 自己責任・自己管理・自己実現をサポートします 

② 勉強のやり方・成績の上げ方を説明指導します 

③ 週 7.5時間の集中で、必ず伸びるシステムです 

written by Kanki 

 ポイント加算 

入塾説明終了後 500ポイント 

体験終了後 更に 500ポイント 

入塾後 更に 7000ポイント 

 


